
　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
に

続
き
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
ガ
ザ
地

区
へ
の
侵
攻
で
、

２
０
２
３
年
は

改
め
て
平
和
の

尊
さ
を
実
感
し

た
年
で
し
た
。

　
岸
田
内
閣
は

敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
と
５

年
間
で
43
兆
円

の
軍
事
費
を
提

示
す
る
一
方
で
、

国
民
に
は
大
増
税
を
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
市
民
が
、
１
円
で
も
安
い
買
い
物
を
と
苦
労

し
て
い
る
と
き
、
自
民
党
は
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー

で
億
単
位
の
ウ
ラ
金
を
懐
に
入
れ
政
治
不
信
を
増

幅
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
国
政
の
大
改
革
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に

実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
引
き
続
き
市
民
の
く

ら
し
と
地
方
自
治
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
全
力

を
尽
く
す
決
意
で
す
。

日
本
共
産
党
静
岡
市
議
会
議
員
団

　

市
議
団
は
11
月
21
日
、
難

波
市
長
に
「
２
０
２
４
年
度

予
算
編
成
と
行
財
政
運
営
に

つ
い
て
の
申
し
入
れ
」
（
重

点
要
望
18
、
部
局
ご
と
の
個

別
要
求
２
１
９
）
を
提
出

し
、
市
政
に
反
映
す
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
内
田
市
議
団
長

は
、
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て

①
静
岡
市
自
治
基
本
条
例
に

則
る
こ
と
②
４
次
総
の
定
住

人
口
維
持
・
回
復
目
標
へ
の

見
直
し
③
大
型
ハ
コ
モ
ノ
事

業
優
先
で
な
く
市
民
生
活
を

守
る
事
業
の
拡
充
を
求
め
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
寺
尾
議
員
が
、

教
職
員
の
定
数
不
足
解
消

と
、
市
長
の
公
約
で
も
あ
る

学
校
給
食
費
無
償
化
（
公
約

は
部
分
的
）
を
求
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
市
川
議
員
は
、

国
保
料
の
引
き
下
げ
と
子
ど

も
の
均
等
割
減
免
の
実
現
、

高
齢
難
聴
者
の
補
聴
器
補
助

を
訴
え
、
杉
本
議
員
か
ら
は

市
の
責
任
で
の
バ
ス
路
線
の

拡
充
や
他
都
市
で
介
護
予
防

に
役
立
っ
て
い
る
敬
老
パ
ス

の
復
活
を
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
難
波
市
長

は
、
「
市
は
そ
ん
な
に
ハ
コ

モ
ノ
を
や
っ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
驚
く
よ
う
な

認
識
を
示
し
ま
し
た
。
ま

た
、
教
職
員
の
多
忙
化
は
解

消
す
る
と
し
つ
つ
、
「
学
校

給
食
費
の
無
償
化
は
国
が
や

る
べ
き
で
市
が
全
部
や
る
の

は
違
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

国
保
料
の
引
き
下
げ
に
は
否

定
的
な
一
方
で
補
聴
器
補
助

は
検
討
し
た
い
と
前
向
き
で

し
た
。
ま
た
、
公
共
交
通
の

拡
充
は
市
の
責
任
と
し
て
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
と
基
幹
バ

ス
の
連
携
を
行
い
た
い
と
答

え
ま
し
た
。

清水区

内田りゅうすけ議員
駿河区

寺尾　昭議員
葵区

杉本まもる議員
葵区

市川　正議員
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「
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
平
和
の
実
現
を
早
期
に
求
め
る
決
議
」
を
採
択

　
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
地
区
へ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
が
続
く
な
か
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
議
長
に
対

し
、「
静
岡
市
に
は
平
和
都
市
宣
言
が
あ
り
、
こ
れ

ま
で
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
軍
事
政
権
な
ど
に
対
し
て
非
難
決
議
を
上
げ
た
市

議
会
と
し
て
、
何
ら
か
の
態
度
表
明
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
」
と
投
げ
か
け
、
こ
れ
を
受
け
議
長
が
直
ち

に
行
動
、
11
月
議
会
初
日
に
全
会
一
致
で
決
議
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
議
の
主
旨
は
、
①
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と

も
、
一
般
市
民
へ
の
攻
撃
と
非
人
道
的
行
為
は
正
当

化
で
き
な
い
②
こ
れ
以
上
、
人
道
危
機
が
悪
化
し
な

い
よ
う
、
国
際
法
に
基
づ
き
事
態
の
早
期
鎮
静
化
と

人
道
状
況
の
改
善
を
図
る
こ
と
、
の
２
点
で
す
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
環
境
汚
染
等
へ
の
迅
速
な
対
応

求
め
、
市
長
に
緊
急
申
し
入
れ

　
11
月
２
日
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
清
水
区
で
発
が
ん
性
物
質
が
含
ま
れ
る

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
成
分
が
高
濃
度
で
検
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
市
長
に
迅
速
な
対
応
を

求
め
以
下
の
４
点
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　
要
請
項
目
は
、
①
三
井
ケ
マ
ー
ズ
フ
ロ
ロ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
成
分
の
在

庫
量
と
管
理
に
つ
い
て
、
同
原
材
料
を
使
用
し
て
き
た
企
業

に
つ
い
て
も
公
表
を
求
め
る
こ
と
。
②
水
質
調
査
を
広
域
に

広
げ
、
同
会
社
の
調
査
結
果
を
公
表
さ
せ
る
こ
と
。
③
希
望

す
る
全
市
民
対
象
に
健
康
診
断
、
血
液
検
査
を
行
い
、
当
該

企
業
と
関
連
企
業
の
従
業
員
と
退
職
者
に
対
し
て
も
同
様
と

す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。
④
水
質
調
査
や
健
康
診
断
の
結

果
を
公
表
し
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
関
す
る
情
報
の
市
民
周
知
を
図

る
こ
と
、
で
す
。

　
市
長
は
、「
一
番
不
安
な
の
は
井
戸
水
。
調
査
結
果
が
分
か

り
次
第
住
民
に
説
明
し
た
い
。
高
濃
度
で
あ
れ
ば
調
査
範
囲

を
拡
大
し
て
い
く
。」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
健
康
診
断
や

血
液
検
査
な
ど
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
行
わ
ず
、「
様
子
を

見
た
い
」
と
し
ま
し
た
。

2023年11月
市議会報告

　11月議会　主な認定・議案、発議等への態度　　　　　　　　　　○賛成　×反対
議案・請願・発議の内容

※（　）は共産党の反対理由など
審議
結果

日本
共産党

自民
党

創生
静岡

公明
党

志政
会

緑の
党

街づくり
研究会

議案第164号　令和５年度静岡市一般会計補正予算（第５号）
（福祉トータルシステムプログラム更新はマイナンバー適用範囲の拡大） 可決 × ○ ○ ○ ○ × ○

議案第176号　令和５年度静岡市一般会計補正予算（第６号）
（市会議員の議員報酬引き上げがあるため） 可決 × ○ ○ ○ ○ × ○

議案第188号　静岡市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部改正について（市会議員の議員報酬引き上げ改定であるため） 可決 × ○ ○ ○ ○ × ○

議案第189号　静岡市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○
請願第５号　　すべての子どもたちにゆきとどいた教育を求める請願 否決 ○ × × × × ○ ×
請願第６号　　国民健康保険料の引き下げを求める請願 否決 ○ × × × × ○ ×
発議第10号　ガザ地区における平和の実現を早期に求める決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発議第11号　全国一律の学校給食無償化の早期実現を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発議第12号　台湾のＣＰＴＰＰ（環太平洋パートナーシップに関する包括的及び
先進的な協定）への加入に向けた支援を求める意見書（ＴＰＰと基本は変わらず、
主権を奪われ、国民のくらしを破壊する貿易協定。日中関係への悪い影響）

可決 × ○ ○ ○ ○ × ○

発議第13号　有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）対策の推進を求める意見書 否決 ○ × △ × × ○ ×

議案等36件中32件に賛成　　　※△は創生静岡のうち1人が賛成

市民のくらしを最優先し、「市民との『共創』、
根拠と共感に基づく政策執行」（市長、所信表明）を
24年度予算編成と行財政運営について市長に申し入れ

意
見
書
反
対
討
論

台
湾
の
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す

る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協

定
）
へ
の
加
入
に
向
け
た
支
援

を
求
め
る
意
見
書
に
対
す
る

反
対
討
論

杉
本　
護

　

反
対
の
理
由
の
第
一
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
本
質
的
に
は
異
な

る
と
こ
ろ
は
な
く
、
多
国
籍
企
業
の

利
益
を
最
大
化
す
る
一
方
で
、
国
民

の
く
ら
し
や
農
業
、
医
療
な
ど
を
破

壊
す
る
貿
易
協
定
だ
か
ら
で
す
。

　

第
二
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
含
ま
れ
る
Ｉ

Ｓ
Ｄ
Ｓ
条
項
（
投
資
家
対
国
家
紛
争

解
決
条
項
）
に
よ
り
仲
裁
廷
の
判
断

が
国
の
司
法
判
断
よ
り
優
先
さ
れ
る

な
ど
、
司
法
権
を
も
蹂
躙
す
る
問
題

が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

第
三
は
、
日
中
両
国
関
係
の
前
向

き
の
打
開
に
大
き
く
影
響
す
る
問
題

だ
か
ら
で
す
。「
日
本
国
政
府
は
、
中

華
人
民
共
和
国
政
府
が
中
国
の
唯
一

の
合
法
政
府
で
あ
る
こ
と
を
承
認
す

る
」
と
し
て
い
る
な
か
で
、
日
本
政

府
の
台
湾
に
対
す
る
態
度
は
慎
重
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
勢
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

日
本
は
、
互
恵
・
平
等
の
経
済
関

係
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
貿
易
・
投

資
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
ア
ジ
ア
の
な

か
で
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
意

見
書
に
対
す
る
反
対
討
論
と
し
ま
す
。

く
ら
し
最
優
先
の
市
政
へ
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１１月定例市議会

来
年
度
予
算
編
成
方
針
を
質
す

　
　
ア
リ
ー
ナ
は
ヤ
ル
気
前
面

　
　
給
食
無
償
化
は
後
ろ
向
き

　

来
年
度
に
向
け
、
難
波
市
長
の
手
に
よ
る
初

の
予
算
編
成
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
末
の
市
債
残
高
は
、
地
方
交
付

税
で
措
置
す
る
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い
て

２
４
５
２
億
円
、
市
民
一
人
あ
た
り
35
万
９
千
円

で
す
。
今
後
、
４
次
総
の
事
業
実
施
な
ど
で
令

和
12
年
度
末
に
は
３
０
２
０
億
円
に
達
す
る
見

込
み
で
す
。
加
え
て
毎
年
67
億
円
か
ら
80
億
円

の
大
幅
な
財
源
不
足
が
発
生
す
る
見
通
し
で
す
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

難
波
市
長
は
、
事
業
費
の
見
直
し
や
年
度
間
の

調
整
を
図
り
投
資
的
経
費
を
適
正
に
保
つ
、
国

県
支
出
金
な
ど
の
財
源
確
保
に
努
め
る
、
交
付

税
措
置
の
な
い
市
債
は
取
り
や
め
る
と
答
弁
し

ま
し
た
が
、
一
方
で
大
規
模
ハ
コ
モ
ノ
事
業
は

推
進
と
の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
財
源

確
保
は
大
き
な
課
題
で
す
。

　

ア
リ
ー
ナ
整
備
に
つ
い
て
は
、
判
断
材
料
を

そ
ろ
え
、
そ
の
必
要
性
を
市
民
に
説
明
し
、
社

会
的
合
意
・
共
感
を
得
て
い
く
旨
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
拙
速
を
避
け
十
分
な
検
討
と
議
論
を

行
う
よ
う
重
ね
て
求
め
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
費
無
償
化
に
向
け
質
し
ま
し
た
。
無

償
化
は
難
波
市
長
の
公
約
で
す
。
市
長
は
、
６
月

市
議
会
で
「
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
に
向
け

た
研
究
会
」
で
検
討
す
る
旨
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
財
政
上
の
理
由
で
市
単
独
の
実
施
は
困

難
と
国
待
ち
の
姿
勢
を
改
め
て
表
明
。
全
国
で
は

５
０
０
に
近
い
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
状
況

も
無
視
、
公
約
に
も
背
を
向
け
る
態
度
で
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
市
民
の
不
安
払
し
ょ
く
を

　

市
長
は
、
事
業
者
か
ら
敷
地
内
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

残
存
量
の
分
布
状
況
な
ど
具
体
的
な
数
値
は
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
事
業
者
の
情
報
開
示
は
不
十

分
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

12
月
１
日
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
専
門
機
関
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
を
従
来
の
「
発
が
ん
の
疑
い
の
あ
る

物
質
」
か
ら
「
発
が
ん
性
が
あ
る
」
に
認
定
し

た
旨
の
表
明
を
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
11
月
27
日
、
市
地
元
自
治
会
、
当
該
会

社
の
３
者
で
「
三
者
連
絡
会
」
を
設
立
し
た
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。
し
か
し
説
明
会
は
非
公
開
、

出
席
対
象
は
自
治
会
長
の
み
と
い
う
の
で
は
、
住

民
は
置
き
去
り
で
す
。
理
解
が
得
ら
れ
る
と
は

思
え
ま
せ
ん
。

寺尾　昭議員

代表質問
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
担
当
保
護
世
帯

数
、
標
準
数
80
世
帯
の
早
期
実
現
を

　

社
会
福
祉
法
で
は
、
生
活
保
護
世
帯
を
支
援

す
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
一
人
当
た
り
の
担
当
は

80
世
帯
が
標
準
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
本
市
が
２
０
２
１
年
度
に
受
け
た
包
括
外

部
監
査
で
は
、
平
均
一
人
当
た
り
96
世
帯
を
担

当
し
て
い
る
と
指
摘
を
受
け
て
い
ま
す
。
担
当

者
か
ら
は
、
保
護
世
帯
の
自
立
を
促
す
本
来
の

就
労
や
通
院
の
指
導
、
相
談
な
ど
が
十
分
に
で

き
な
い
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　

当
局
の
取
り
組
み
と
現
状
を
質
し
た
と
こ

ろ
、
「
こ
の
間
増
員
に
努
め
、
現
在
は
平
均
し
て

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
１
人
当
た
り
85
世
帯
を
担
当

し
て
い
る
」
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
ま
だ
標
準
に
は
達
し
て
お
ら
ず
、
引
き
続

き
の
増
員
を
求
め
ま
し
た
。

国
保
料
の
子
ど
も
の
均
等
割

減
免
で
子
育
て
支
援
を

　

政
令
市
で
も
福
岡
市
と
仙
台
市
が
子
ど
も
の

均
等
割
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
が
「
国
保
法

77
条
を
活
用
し
て
の
子
ど
も
の
均
等
割
減
免
は

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
に
な
る
」
と
の
考
え
を
示
す
も
と

で
、
市
の
考
え
を
質
し
た
と
こ
ろ
、
「
国
が
適
切

で
な
い
と
し
て
い
る
。
交
付
金
が
減
ら
さ
れ
る
」

と
従
来
の
答
弁
を
繰
り
返
し
、
市
の
考
え
を
示

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
と
地
方
は
対
等
で
あ
り
、

法
の
解
釈
は
市
も
独
自
に
考
え
る
べ
き
で
す
。
今

後
も
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
子
ど
も
の

均
等
割
減
免
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

杉本まもる議員

総括質問
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
職
場
に
よ
っ
て
は

正
規
職
員
と
ほ
ぼ
同
じ
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
１
日
現
在
の
職
種
ご
と
の
配
置
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
総
務
省
通

知
で
は
、
常
勤
職
員
の
給
与
が
改
定
さ
れ
た
場

合
に
お
け
る
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
改

定
に
つ
い
て
常
勤
職
員
に
準
ず
る
よ
う
自
治
体

に
求
め
て
い
る
が
、
静
岡
市
は
ど
う
対
応
す
る

の
か
質
し
ま
し
た
。
総
務
局
長
は
、
全
体
で
は

４
０
９
６
人
が
任
用
さ
れ
、
そ
の
内
訳
は
、
一
般

事
務
１
０
６
６
人
、
保
育
教
諭
５
４
２
人
、
給
食

調
理
員
３
１
４
人
配
置
で
あ
り
、
総
務
省
通
知
に

つ
い
て
は
、
課
題
を
含
め
来
年
度
以
降
、
職
員

団
体
と
協
議
し
て
い
く
と
答
え
る
に
と
ど
ま
り
、

市
と
し
て
の
考
え
を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
発
が
ん
性
が
あ
る

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）
に
つ
い
て

　

清
水
区
三
保
に
あ
る
工
場
（
三
井
・
ケ
マ
ー
ズ

フ
ロ
ロ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
）
付
近
の
井
戸
か
ら
国
の

暫
定
目
標
値
を
大
き
く
上
回
る
値
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
質
問
し
ま
し

た
。
①
三
井
・
ケ
マ
ー
ズ
と
自
治
会
、
静
岡
市
が

三
者
連
絡
会
を
設
立
し
て
い
る
が
、
今
後
の
会

議
日
程
、
議
題
、
会
議
等
の
公
開
に
つ
い
て
は

ど
う
か
②
三
井
・
ケ
マ
ー
ズ
が
情
報
公
開
に
消

極
的
な
の
は
、
国
に
明
確
な
環
境
基
準
が
な
い

こ
と
が
障
害
に
な
っ
て
お
り
、
静
岡
市
と
し
て
、

国
に
対
し
早
急
に
環
境
基
準
を
設
け
る
よ
う
求

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
の
２
点
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
環
境
局
長
は
、
「
会
社
と
自
治

会
が
非
公
開
を
希
望
し
て
い
る
た
め
、
日
程
や

議
題
は
公
表
し
な
い
。
環
境
基
準
に
つ
い
て
は
、

国
や
他
都
市
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
関
係
機

関
と
情
報
共
有
を
図
り
つ
つ
、
引
き
続
き
法
規
制

に
係
る
動
向
の
把
握
に
努
め
る
」
と
消
極
的
な
答

弁
に
終
始
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
で
は
、

市
民
の
命
と
健
康
、
暮
ら
し
は
守
れ
な
い
と
厳

し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

内田りゅうすけ議員

総括質問

補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
へ
の
反
対
討
論

内
田
り
ゅ
う
す
け

　
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
を
代
表
し
て
、
只
今
議
題
と
な
っ
て
い

ま
す
、
議
案
第
１
６
４
号
令
和
５
年
度
静
岡
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）、
議
案
第
１
７
６
号
令
和
５
年
度
静
岡
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）、
議
案
第
１
８
８
号
静
岡
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
反
対
の

討
論
を
行
い
ま
す
。

　
最
初
に
、
議
案
１
６
４
号
中
、
福
祉
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
更
新
事
業
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
令
和
６
年
４
月
１
日
に

施
行
さ
れ
る
難
病
患
者
及
び
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
に
対
す
る

登
録
証
の
発
効
、
登
録
者
情
報
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
の
連
携
へ
の
対

応
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
の
関
連
法
案
は
、
昨
年
12
月
「
障

が
い
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
と
し
て
関
連
５
法
の
一
部
改

正
を
束
ね
法
案
と
し
て
国
会
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
わ
が
党
は
、
参
院
厚
生
委
員
会
で
、
難
病
・
小
児
慢
性
疾
病
対
策

に
は
、
医
療
費
の
患
者
負
担
な
ど
課
題
が
残
っ
て
お
り
、
６
月
に

５
６
４
０
人
分
の
個
人
情
報
流
出
事
件
が
起
き
た
国
立
の
研
究
所
に
、

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
を
委
託
し
て
き
た
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。
政

府
は
、
閣
議
決
定
を
根
拠
に
、
登
録
証
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
連
携
を
関

係
審
議
会
に
諮
る
こ
と
な
く
決
定
、
乱
暴
な
法
案
審
議
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
12
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
総
点
検
の
結
果
判
明

し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま

す
と
、
１
万
５
９
０
７
件
の
ひ
も
付
け
の
誤
り
が
判
明
。
こ
れ
と
は

別
に
、
氏
名
や
住
所
な
ど
が
一
致
し
な
い
デ
ー
タ
ー
が
約
１
３
９
万

件
も
判
明
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題

が
完
全
解
決
さ
れ
な
い
な
か
で
の
、
マ
イ
ナ
バ
ー
の
適
用
範
囲
拡
大

は
、
慎
重
に
対
応
す
べ
き
で
あ
り
反
対
で
あ
り
ま
す
。

　
議
案
第
１
７
６
号
、
議
案
第
１
８
８
号
は
人
事
委
員
会
の
勧
告
に

基
づ
く
一
般
職
員
の
賃
金
改
定
に
合
わ
せ
市
議
会
議
員
の
報
酬
を
改

定
す
る
内
容
で
す
。
し
か
し
議
員
の
報
酬
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
で
慎
重
に
審
議
す
る
こ
と
が
筋
で
あ
り
、
本
来

の
趣
旨
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
り
賛
同
で
き
ま
せ
ん
。
以
上
を
指

摘
し
、
反
対
討
論
と
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
の

　
　
　
引
き
下
げ
を
求
め
る
請
願

　
国
保
の
所
得
に
対
す
る
負
担
割
合
は
協
会
け
ん
ぽ
の
お
よ
そ
２
倍

と
高
い
こ
と
か
ら
そ
の
引
き
下
げ
が
必
要
と
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
労
省
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
限
っ
て

均
等
割
の
50
％
を
軽
減
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
負
担
感
の
解
消
に
は

程
遠
い
も
の
で
す
。
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
全
額
免
除
に
必
要

な
金
額
を
厚
生
委
員
会
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
小
学
生
以
下
な
ら

２
億
４
０
０
万
円
、
中
学
生
以
下
２
億
６
８
０
０
万
円
、
高
校
生
以

下
だ
と
３
億
３
５
０
０
万
円
が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。
静
岡
市
の

令
和
４
年
度
の
国
保
会
計
決
算
に
よ
れ
ば
繰
越
金
約
13
億
円
、
基
金

残
高
は
34
億
円
、
合
計
47
億
円
の
活
用
可
能
な
金
額
が
あ
り
ま
す
。

高
校
生
ま
で
の
均
等
割
り
減
免
は
十
分
可
能
で
あ
り
、
議
員
各
位
に

請
願
へ
の
賛
同
を
求
め
ま
し
た
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に

　
　
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
請
願

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
地
区
で
戦
闘
が
続
く
な
か
で
、
平
和
の
う
ち

に
暮
ら
す
権
利
、
自
由
に
学
ぶ
権
利
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
が
自

治
体
や
学
校
の
大
切
な
役
割
り
だ
と
し
て
討
論
し
ま
し
た
。

　
全
教
調
査
で
「
授
業
を
準
備
す
る
時
間
が
足
り
な
い
」「
子
ど
も
と

接
す
る
時
間
が
な
い
」
な
ど
長
時
間
で
過
密
な
教
員
の
勤
務
実
態
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
負
担
を
改
善
し
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
実
現

を
保
障
す
る
た
め
に
も
教
職
員
の
増
員
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
か
ら
、
学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
を
常
備
し
、
校
内
全
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
便
器
を
増
設
す
る
こ
と
、

特
別
教
室
や
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
教
育
環
境
、
施
設
を

整
え
る
の
も
喫
緊
の
課
題
だ
と
賛
成
討
論
し
ま
し
た
。

市川　正議員

賛成討論


